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【新規１】年
ねん

貢
ぐ

米を集積した御
お

蔵
くら

の繁栄を今に伝える小
お

矢
や

部
べ

川
がわ

河口部の在
ざい

郷
ごう

町
まち

 

 

高
たか

岡
おか

市
し

吉
よし

久
ひさ

伝統的建造物群保存地区 

所 在 地 富山県高岡市吉久二丁目及び三丁目の各一部 

面  積 約４．１ヘクタール 

選定基準 （二）伝統的建造物群及び地
ち

割
わり

がよく旧態を保持しているもの 

 

高岡市は富山県北西部にあり，市街地は市域北部の射水
い み ず

平野に広がる。保存地区は，市

域の北東部，小矢部
お や べ

川
がわ

と庄川
しょうがわ

に挟まれた河口部に位置する。 

高岡は慶
けい

長
ちょう

14年（1609），前田利
とし

長
なが

が高岡城を築いたことに始まり，廃城後も，米や綿

など射水・砺波
と な み

郡の物資集散地として栄えた。加
か

賀
が

藩
はん

の年
ねん

貢
ぐ

米は水運の便のある河川沿い

や主要街道沿いに設置された「御蔵
お く ら

」と呼ばれた収納蔵に一時集積された。吉久新村は，

伏
ふし

木
き

湊
みなと

のやや上流に御蔵が設けられたことを契機に承
じょう

応
おう

4 年（1655）に形成された町で

ある。 

江戸時代の吉久新村は，御蔵に勤める役人とともに，農業を営みつつ御蔵の業務を兼業

した人々が居住し，賑
にぎ

わいをみせた。近代に御蔵は廃止されたが，米穀商や倉庫業などが

続けられ栄えた。その後，町並み周辺は開発されたが，往来沿いでは江戸時代後期までに

形成された地割が良く残る。 

保存地区は中央を南西から北東に緩やかに湾曲しながら通る放
ほう

生
じょう

津
づ

往来に沿って，江

戸時代から昭和 30年代までに建てられた切
きり

妻
づま

造
づくり

平
ひら

入
いり

の町家が残り，まとまりある町並み

を形成している。主屋は，一階は通り土間を設けず，間口いっぱいに部屋を設けるものが

多く，一部ではミセの床板を一時的に撤去し，脱穀等の作業場とするものがある。正面一

階は厚
あつ

板
いた

葺
ぶき

の腕
うで

木
ぎ

庇
びさし

を付し，床
ゆか

上
うえ

部は出
で

格
ごう

子
し

構えとするものが多い。二階の壁は真
しん

壁
かべ

造
づくり

漆
しっ

喰
くい

塗
ぬり

として柱と貫
ぬき

を現し，上部に長押
な げ し

を打つ形式を基本とする。二階表側の部屋を物置

（アマ）として使用する場合は，壁面に窓を設けず，閉鎖的で独特な表構えとする。 

高岡市吉久伝統的建造物群保存地区は，江戸時代に吉久御蔵を中核として形成された在

郷町で，御蔵が失われて以降も米穀商を中心に栄えた。放生津往来沿いに，江戸時代後期

までに形成された地割とともに，江戸時代後期から近代に建てられた当地域独特の切妻造

平入の町家が残り，高岡の小矢部川河口部に栄えた在郷町の歴史的風致を良く伝える。 



 

2 

 

   
  

高岡市吉久伝統的建造物群保存地区の範囲 

【写真 1】切妻造平入で，二階の柱と貫を現した  

当地域特有の町家が並ぶ町並み  

【写真 2】通りに沿って町家が並び，在郷町のま

とまりある景観をつくる 

（写真 1，写真 2共に提供は高岡市教育委員会） 

（御蔵跡） 

放生津往来 
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【新規２】寺院が並ぶ風格ある寺町と近代の繁栄を示す商家の町並み 

 

津
つ

山
やま

市
し

城
じょう

西
さい

伝統的建造物群保存地区 

所 在 地 岡山県津山市坪
つぼ

井
い

町
まち

，上
かみ

紺
こう

屋
や

町
まち

，宮
みや

脇
わき

町
ちょう

，西
にし

今
いま

町
まち

，西
にし

寺
てら

町
まち

，茅
かや

町
まち

， 

鉄
てっ

砲
ぽう

町
まち

及び小
お

田
だ

中
なか

の各一部 

面  積 約１２．０ヘクタール 

選定基準 （二）伝統的建造物群及び地
ち

割
わり

がよく旧態を保持しているもの 

 

 津山市は岡山県北東部の美
みま

作
さか

地方に位置する。津山は古代から美作地方の中心地で，慶
けい

長
ちょう

8年（1603）に森
もり

忠
ただ

政
まさ

が城と城下を築いた。城下町は，城を中心に南寄りを東西に通る

出
いず

雲
も

往
おう

来
らい

に沿って広がり，武家地は城の近辺に，町人地は出雲往来沿いに，寺町は町人地

外側に設けられた。近代には，鉄道の開通により旧城下町の南西に駅が開業し，旧城下町

西部は「津山銀座」と呼ばれ賑
にぎ

わいをみせ，現在も出雲往来沿いを中心に伝統的な建造物

が多く残る。 

 保存地区は，旧城下町西部の寺
てら

町
まち

と，出雲往来沿いの商
しょう

家
か

町
まち

からなり，往来沿いには大

規模な寺院や伝統的な町家が建ち並ぶ。寺町は江戸時代の町割を良く残し，寺院は出雲往

来及び南北街路に面して寺地を占め，保存地区内には築城以来 17 世紀半ばまでに所在し

た 15箇寺中 13箇寺が残る。境内は周囲を塀で囲み，街路に面して楼
ろう

門
もん

等を構える。寺院

本堂は，17世紀前期から近代に至る各時代，各宗派のものが良く残り，藩
はん

主
しゅ

の菩
ぼ

提
だい

寺
じ

をは

じめ，境内全体として江戸時代の様相を良く伝える。商家町は往来沿いの短冊形の敷地に，

切
きり

妻
づま

造
づくり

平
ひら

入
いり

，桟
さん

瓦
がわら

葺
ぶき

，二階建てで，二階に袖
そで

壁
かべ

を設けた主屋等，江戸時代後期から昭和

30年代までに建てられた伝統的建造物が多く残り，近代の銀行建築である作
さく

州
しゅう

民芸館（旧

土
ど

居
い

銀行津山支店）とともに近代の繁栄を見ることができる。 

 津山市城西伝統的建造物群保存地区は，津山城下町の西部に成立，発展した寺町及び商

家町である。出雲往来を軸とした江戸時代以来の地割の姿を良く保持し，寺町は，藩主の

菩提寺をはじめ，江戸時代の様相を伝える伽藍とともに，17世紀以降各時代，各宗派の寺

院建築が良く残る。また，商家町は，往来沿いに近代の発展を示す伝統的な町家が連続し

て残る。江戸時代から近代にかけて旧城下町に発展した寺町，商家町の歴史的風致を良く

伝える。 
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津山市城西伝統的建造物群保存地区の範囲 

  

【写真 1】寺町の街路沿いに寺院が建ち並ぶ    【写真 2】出雲往来沿いの伝統的な町家 

（写真 1，写真 2共に提供は津山市） 

商家町 
寺町 

出雲往来 
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【新規３】江戸時代の旧本陣と旧脇本陣が揃って残る稀有な山陽道の宿場町 

 

矢
や

掛
かげ

町
ちょう

矢
や

掛
かげ

宿
じゅく

伝統的建造物群保存地区 

所 在 地 岡山県小
お

田
だ

郡
ぐん

矢掛町字矢掛及び字小
お

林
ばやし

の各一部 

面  積 約１１．５ヘクタール 

選定基準 （二）伝統的建造物群及び地
ち

割
わり

がよく旧態を保持しているもの 

 

 矢掛町は，岡山県の南西部，瀬戸内海よりやや内陸の盆地に位置し，保存地区は小
お

田
だ

川
がわ

の北岸に位置する。この地域一帯は，備
びっ

中
ちゅう

南西部における古くからの交通の要所で，戦国

期末期には毛
もう

利
り

氏が治めた。江戸時代には幕府領となるが，領主は度々代わり，元
げん

禄
ろく

12年

（1699）以降は庭
にわ

瀬
せ

藩
はん

となり板
いた

倉
くら

氏の所領となった。 

 矢掛宿は幕府の宿駅整備に伴い，山陽道の敷設とともに遅くとも寛
かん

永
えい

10年（1633）まで

には新たな宿場として設置されたと考えられる。江戸時代の矢掛宿は，北と東を水路で限

り，東町，中町，西町に区分され，山陽道に沿って整然とした町並みが形成されていた。

近代に入り山陽本線の開通により山陽道の交通量は徐々に減少したが，大正 10 年には西

方に駅が開業し，備中南西部の中心的な商業地として繁栄した。昭和 40年代に河川沿いに

バイパスが通されたが，これ以外に大きな改変はなく，江戸時代後期の地割を良く残す。 

 保存地区内には重要文化財に指定されている旧矢掛本陣石井家住宅及び旧矢掛脇本陣高
たか

草
くさ

家住宅とともに，軒裏まで漆
しっ

喰
くい

で塗込められた重厚な町家が良く残る。主屋は，妻
つま

入
いり

と

平
ひら

入
いり

が混在し，間口が三間以下は入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

妻入，三間を超えると切
きり

妻
づま

造
づくり

平入が多く，入

母屋造平入もみられ，変化ある屋並みをつくる。つし二階建てまたは二階建てで屋根を本
ほん

瓦
がわら

葺
ぶき

とし，昭和期以降は桟
さん

瓦
がわら

葺とする。また，主屋の奥には付属屋や土蔵も密度高く残

り，洋風建築や正面を洋風意匠とするいわゆる看板建築も残る。 

 矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区は，江戸時代初期に設置された山陽道の宿場町

で，直線的な街道に沿って，江戸時代後期までに形成された地割の姿をよく留めている。

町並みには妻入と平入の町家が混在して多様な屋並みをつくり，漆喰塗込の重厚な町家な

ど，江戸時代から近代に建てられた伝統的建造物群が良く残る。全国でも重要文化財の旧

本陣と旧脇本陣が揃って残る唯一の町並みで，山陽道の宿場町の歴史的風致を形成する。 
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【写真 1】妻入と平入の町家が混在する町並み   

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区の範囲 

【写真 2】街道沿いに漆喰塗込の重厚な町家が旧本

陣や旧脇本陣とともに残る 

（写真 1，写真 2共に提供は矢掛町教育委員会） 

  

旧本陣 

旧脇本陣 
山陽道 


